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内容要旨
背景
以前は、鋸歯状病変は癌化のリスクがない hyperplasticpolyp (HP）の
概念しかなかったが、今では癌化のリスクを要する sessileserrated 
adenoma/po I yp(SSA/P）、 traditionalserrated adenoma (TSA）の概念が
提唱されており鑑別が必要となってきた。
我々は超拡大内視鏡（endocytoscopy: EC）の有用性を報告してきたが、 EC
の大腸鋸歯状病変に関しての報告はなかった。
ECが大腸鋸歯状病変の鑑別にも有用と考え、本研究を立案した。
目的
ECを用いることで大腸鋸歯状病変の鑑別が可能かどうか検討することで
ある。
方法
この研究は2005年 5月から 2012年 12月までの期間に昭和大学横浜市北
部病院で行われた。 ECで観察された後に切除をされ、その後に大腸鋸歯
状病変と病理診断された病変を対象とした。
EC所見は腺腔および核に着目し、腺腔は straight、star-Iike、oval、
serrated、villous、核はfusiform、smallroundに分類した。
結果
対象となった病変は 58病変(HP27病変、 SSA/P12病変、 TSA19病変）で
あった。
HPの21病変（7.8%）がstar-like,5病変（］8. 5%）がStraight、l病変（3.7%) 
カtovalであった。また SSAIPの 10病変（83.3%）が oval、2病変（］6. 7%) 
がstar-likeであった。TSAでは6病変（31.6%）がserrated、13病変（68.4%) 
が villousであった。 HPでは25病変（92. 6%）、 SSA/Pでは9病変（75. 0%) 
カfsmall roundであった。 TSAでは全病変がfusiformであった。
ISAではfusiform(Pく.0 I）、 villous(Pく.0 ！）、 serrated(P =. 02) 
が、 HPではStar-1 ike (Pく.0 ！）、 SSA/Pではoval(Pく.0 I)が有意な所見
であった。
考察
結果より腺腔の形態で3者が鑑別できた。核のみではHPとSSA/Pの鑑別
はできなかった。病理診断ではISAは構造異型と核異型から診断するのに
対し、 SSA/Pは主に構造異型で診断するということである。 SSA/Pの診断
基準は陰寵の拡張や不規則分岐、陰寵底部の水平方向への変形を主項目と
しており、あまり核を考慮していなし3。こういうことが反映されたのかも
しれない。
また癌を伴う病変では核異型の診断が必須であるが、今回は癌を伴う病変！
を除外した。除外した理由はこのような病変が3病変しかなく所見を明ら
かにするには少なすぎると判断したからである。
結論
本研究で明らかになったのは、 ECで麗蕩表層の腺腔と核を観察すること
により鋸歯状病変が鑑別できるという点である。
